
この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成金により発行されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根「空の第一便」伝達式は、ＡＮＡグループの皆さんが、

厚生労働大臣および中央共同募金会会長のメッセージと赤い羽

根を携えて、10 月 1 日の第一便に搭乗し、各都道府県の知事・

市町村長・共同募金会会長・市町村共同募金委員会会長に伝達を

行うものです。鹿児島県は、イオンタウン姶良様のご協力により

今年は姶良市で開催しました。 

伝達式では、鹿児島県出身で ANA キャビンアテンダントの野

下玲菜さんがメッセージを届けてくださったほか、姶良市少年少

女合唱団の皆さんが、オープニング合唱の披露や店頭での街頭募

金に参加していただき、共同募金運動 70 年目のスタートに華を

添えてくださいました。 

◆ 目次 ◆ 
１ 赤い羽根共同募金「空の第一便」伝達式 
２ 活動報告（保育サポーター養成講座、サマーボランティア、手

話体験講座） 
３ 活動報告（非常炊き出し訓練）、 

ボランティアポイント認定者のご紹介 
４ ふれあいいきいきサロンに参加してみませんか？ 
５ ふ～ちゃんの「支え合いマップ」づくりレポート 
６ 共同募金のつかいみち～本の寄贈～、共同募金×妖怪ウォッチ 

コラボ企画 
７ 香典返し寄付、一般寄付ご芳名、お詫び、心配ごとカレンダー 
８ 垂水市災害ボランティア活動報告、災害ボランティアセンター

運用訓練募集、皆さんの作品を募集します！ 

 
in イオンタウン姶良 

発行／社会福祉法人姶良市社会福祉協議会 

〒899-5432 

姶良市宮島町 26 番地 19 

TEL0995-65-7757 FAX0995-64-5440 
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７
月
28
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）
に
手
話
体
験
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
33
名
の
う
ち
全
て
受
講
さ
れ
た
13

名
の
方
に
修
了
証
を
授
与
し
ま
し
た
。 

～参加者からの声～ 

・親子で参加したので、家で手話を活用していきたい。 

・手話を続けてみたい。 

・手話で会話ができて楽しかった。 

 
８
月
２５
日
活
動
の
要
と
な
る
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
（
提

供
会
員
）
さ
ん
の
養
成
講
座
を
、
姶
良
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
13
名
の
皆
さ
ん
が
、
保
育
士
、
保
健
師
、
日

赤
幼
児
安
全
指
導
員
よ
り
「
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
」「
子

ど
も
に
起
き
や
す
い
け
が
・
事
故
予
防
」
な
ど
、
約
７

時
間
の
講
習
を
熱
心
に
学
ば
れ
ま
し
た
。 

 

提
供
会
員
さ
ん
は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

保
育
施
設
へ
の
送
迎
、
用
事
が
あ
る
時
の
預
か
り
な
ど

様
々
な
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
心
強
い
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

▲初日は手話サークル「か

りん」当事者の方も交え、

手話を使わないで、筆談

やジェスチャーなどで交

流しました。 

２
回
目
以
降
は
講
師
に
あ
い
さ

つ
や
自
己
紹
介
の
手
話
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

最終日は、手話サークル「かりん」の方々と
伝言ゲームや手話で自己紹介をして楽しい交
流となりました。 

8
月
9
日
、
10
日

に
小
・
中
学
生
を
対
象

と
し
て
加
治
木
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。 

小
学
生
29
名
、
中

学
生
４
名
、
計
33
名

の
参
加
が
あ
り
、疑
似

体
験
（
高
齢
者
、
視
覚

障
が
い
者
、
妊
婦
）
や

車
い
す
体
験
、
加
治
木

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
劇

団
に
よ
る
認
知
症
劇

等
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
セ
ル
プ
あ
い

ら
の
皆
さ
ん
と
ふ
く

れ
が
し
作
り
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
体
験

を
行
い
、楽
し
く
交
流

し
ま
し
た
。 

あ
い
ら
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
中

で
、
お
互
い
に
育
児
を
支
え
合
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

～感想文より～ 

・ボランティアとは「誰でもできること」

だとわかったので、身近なことからやっ

てみようと思う。 

・障がいのある方との交流は初めてで緊張

したけど、どのようにしたら上手く出来

るか優しく教えてくれて楽しかった。 

※次回の養成講座は平成 29年 1 月３１日（火）開催予定です。 

問合せ先：あいら子育てサポートセンター ☎0995-73-3456 
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ぼくもボランテ ィア   

がんばってます☺ 
 

啓明幼稚園 （年中） 

福本
ふくもと

 海里
か い り

くん 

 

カード・スタンプは社会福祉協議会・校区コミュニティ・各小・中・高校にあります。 

７
月
９
日
、
土
曜
授
業
で
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
一
緒
に
参
加
し
た
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
弟
や
妹
と
上
手
に
作
っ
て
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

９
月
１６
日
、
金
曜
日
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
達
と
一
緒
に
上
手
に
作
っ
て
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

この事業はボランティア活動や地域活動に参加した小・中・高校生にボランティアポイント（ス

タンプの押印）をし、子ども達にボランティア活動や地域活動に取り組むきっかけづくりや心豊

かな地域社会づくりにつなげることを目的としている事業です。 

 

施
設
訪
問
（星
塚
敬
愛
園
）や
地
域
の

清
掃
活
動
、
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

な
ど
に
参
加
を
し
ま
し
た
。 

将
来
は
世
の
中
の
事
を
伝
え
る
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

☆
柁 

城 

小 

２ 

人 

目 

！ 

認定 第 12号 

柁城小学校 ６年 
平原
ひ ら は ら

 和哉
か ず や

さん 

 

 

 
 

～児童・生徒のふれあいボランティア活動事業～ 

認定 第 11号 

西姶良小学校 ５年 

長
な が

井
い

 瑠
る

花
か

さん 

 

 

 

 

 

 

 

社
会
福
祉
協
議
会
の
手
話
講
座
や

地
域
で
行
わ
れ
た
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。 ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
頑

張
り
た
い
で
す
。 

 

☆
西 

姶 

良 

小 

初 

認定 第１3号 

建昌小学校 ５年 

秋丸
あ き ま る

 慶喜
よ し き

さん  

 

 社
会
福
祉
協
議
会
の
手
話
と
サ
マ
ボ
ラ

講
座
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
、
地

域
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
事
が
嬉
し

い
で
す
。 

 

☆
建 

昌 

小 

３ 

人 

目 

！ 

未就学児ボランティア 

未就学児用のボランティアカードもあ

ります。 

詳細についてはお問い合わせください。 
 

問合せ先 

姶良市社会福祉協議会 

本 所 65-7757 

加治木 62-2041 

蒲 生 54-1400 
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毎
月
１
回
月
曜
日
10
時
～
14
時
の
お
昼

を
挟
ん
で
、
大
山
自
治
公
民
館
に
て
行
わ
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
「
楠
の
木
会
」
は
、
発
足
し

て
か
ら
今
年
で
15
年
目
と
な
り
ま
す
。 

 

活
動
内
容
と
し
て
は
、
三
味
線
や
歌
を
聞

く
ほ
か
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
等
を
し
ま
す
。
健

康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
体
操
や
血
圧
測

定
と
い
っ
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
回
昼
食
を
作
り
、
食
事
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。 

 

参
加
者
か
ら
は
活
動
を
通
し
て
、「
ご
飯
を

皆
で
食
べ
る
だ
け
で
幸
せ
」「
一
人
暮
ら
し
だ

か
ら
、
人
と
話
せ
て
非
常
に
楽
し
い
」
等
の

声
が
あ
り
、
こ
の
サ
ロ
ン
は
お
互
い
の
情
報

の
や
り
取
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

お
近
く
の
方
は
散
歩
が
て
ら
に
ぜ
ひ
、
公

民
館
ま
で
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

サ
ロ
ン
楽
茶
は
、
毎
月
第
4
火
曜
日
に
白
男

地
区
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
13
時

30
分
～
15
時
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

活
動
内
容
と
し
て
は
毎
回
、
血
圧
測
定
等
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
看
護
師
に
し
て
も
ら
い
、
頭

の
体
操
や
か
る
た
ゲ
ー
ム
、
誕
生
日
会
も
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
参
加
者
全
員
で
考

え
て
い
ま
す
。 

 

参
加
者
は
「
頭
の
体
操
の
お
か
げ
で
認
知
症

予
防
に
も
な
る
」
「
サ
ロ
ン
が
楽
し
く
て
、
発

足
当
初
か
ら
12
年
間
欠
か
さ
ず
に
来
て
る
よ
」

な
ど
の
元
気
な
声
が
聞
け
ま
し
た
。 

 

白
男
地
区
は
、
昔
か
ら
の
伝
統
を
大
切
に
し

て
お
り
、
サ
ロ
ン
で
は
、
そ
れ
に
伴
っ
た
懐
か

し
い
歌
を
み
ん
な
で
歌
う
な
ど
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
す
。 

自
然
に
人
が
集
ま
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
「
サ

ロ
ン
楽
茶
」
へ
顔
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                               

                             

                                     

                                                    

                                                     

        

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
姶
良
校
区 

ひ
か
り
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
俵
原
団
地
東
） 

サ
ロ
ン
東
ポ
ピ
ー
（
東
） 

さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
枦
山
（
枦
山
） 

こ
ば
ん
や
ま
（
北
山
上
） 

団
地
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
あ
さ
ひ
団
地
） 

 

○
加
治
木
校
区 

い
き
い
き
寿
サ
ロ
ン
（
錦
江
第
一
地
区
） 

向
江
町
サ
ロ
ン
（
向
江
町
） 

サ
ロ
ン
黒
川
み
さ
き
（
反
土
黒
川
） 

 

○
蒲
生
地
区 

漆
田
の
神
さ
あ
サ
ロ
ン
（
漆
） 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
大
山
（
大
山
） 

※
10
か
所
・
名
称
変
更
含
む 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
地
域

住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
、
お
互

い
に
協
力
し
て
、「
気
軽
に
」「
無
理
な
く
」

「
楽
し
く
」
仲
間
作
り
を
行
う
活
動
で
す
。

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、
地
域
と
の
交

流
が
少
な
く
な
っ
た
方
々
の
寂
し
さ
の
解

消
や
介
護
予
防
の
手
助
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
101
の
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
各
地

域
で
お
茶
の
み
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
食
事
会
等
、
サ
ロ
ン
独
自
の
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
９
月
末
現
在
） 

新
規
サ
ロ
ン
紹
介 

平
成
27
年
11
月
～
平
成
28
年
９
月 

 
☆鹿児島国際大学☆ 

 純也 市来勇樹 椛山紗早  

☆久留米大学☆ 

田底明香里  

約１か月の実習の一環として地域のふ

れあいいきいきサロンに参加させてい

ただきました。サロンの皆さま、あり

がとうございました。 
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■支え合いマップ作りを見て… 

マップは作って終わりではありません。 

10 年後の地域はどうなっているのか。

10 年後も地域で自分らしく生活するた

めには何をすればいいのか。マップづく

りは地域で支え合い活動を始めるため

のきっかけなのです。 
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▲クリアファイル 

妖怪ウォッチと赤い羽根共同募金のコラボレーションは、未来を担う子ども

たちに 赤い羽根共同募金„を通じて「思いやりの心」や「助け合うことの意

義」などを分かりやすく親しみやすく伝えること、また、多くの方々に関心を

持っていただくことを目的としています。 

1０月３日（月）から、下記の窓口・日時で、一定額以上の募金にご協力頂

いた方に、オリジナルグッズを進呈いたします。 

妖怪ウォッチのクリアファイル（左図）や、その他、下敷き・鉛筆・シール・

缶バッジ・貯金箱のセットをご準備しています！ 

但し、数に限りがありますので、先着順となります。 

また、このコラボレーション企画の要件等、詳細は各窓口にお尋ねください。 

場 所 取扱日時 電話番号 

本 所 月～金 ８：３０～１７：００ 65-7757 

加 治 木 支 所 月～土 ８：３０～１７：００ 62-2041 

蒲 生 支 所  月～金 ８：３０～１７：００ 52-1400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期日 イベント名 主催者(依頼先） 場所 期日 イベント名 主催者(依頼先） 場所 

11/13 

（日） 

かじき 

秋まつり 

かじき秋まつり 

実行委員会 

加音ホール 

グラウンド 

12/4 

（日） 
あいらふるさと祭り 

姶良市 

商工会 

姶良公民館 

グラウンド 

11/27 

（日） 

大楠どんと 

秋まつり 

大楠どんと秋まつり

実行委員 

蒲生小 

グラウンド 

12/23 

（祝） 
蒲生市 商工会 町通り 

赤い羽根共同募金助成金のつかいみち 

～
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
～ 

建
昌
小
学
校 

野
間
口
き
ら
り 

さ
ん 

 

今
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
建
昌
小
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
本

に
親
し
み
、
心
と
身
体
を
き
た
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
全
員
が
１
年
間
に
１
０
０
冊
以
上
の
読
書
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
今
日
、
き
ぞ
う
し
て
い
た
だ
い
た
本

も
み
ん
な
で
読
ん
で
心
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぼ
金
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
感
し
ゃ
し

な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
読
書
活
動
を
楽
し
み
た
い
で
す
。 

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
図
書
は
青
少
年
健
全

育
成
の
た
め
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
助
成
金
に
よ
り

寄
贈
し
て
い
ま
す
。 

姶
良
市
内
２７
校
へ
総
合
計
２
４
８
冊
の
本
を
寄
贈
い
た
し
ま
す 

あたたかい善意に感謝 

 

各地区のイベントでも取り扱います 

 

地
域
の
皆
さ
ま
の
思
い
が
図
書
の
本
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
も
と
に
届
き
ま
し
た
。
今
年
は
建
昌
小

学
校
で
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。 

他
の
学
校
へ
は
11
月
中
に
寄
贈
い
た
し
ま
す
。 
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日
頃
か
ら
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
  

  

                             
 

 

伍
千
円 

節
句
田 

キ
ヌ
子 

 参
千
円 

湯
田
益
也 

伊
地
知
豊
子 

堀 

一
矢 

北
之
薗 

勇 

新
屋
幸
一 

民
生
委
員
児
童
委
員
１
名 

 弐
千
円 

石
川
夏
江 

神
野 

進 

池
田
一
美 

岩
塚
重
幸 

河
東
律
子 

崎
山
キ
ミ
エ 

原
田
和
子 

岩
井
田 

繁 

有
村
穆
久 

谷
山
昭
平 

市
役
所
職
員
１５
名 

社
協
役
職
員
３
名 

 壱
千
百
七
拾
参
円 

増
田 

睦 

 

皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

壱
万
伍
千
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

壱
拾
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

小
倉
ス
ズ
子 

藤
田
芳
子 

西
ト
キ
ヱ 

春
山
和
子 

内
村
國
男 

馬
場
国
男 

藤
﨑
秀
一 

吉
村
ミ
チ
子 

吉
永

美
子 

堀
江
シ
ゲ 

折
田
光
子 

榎
並
洋
一 

岸
薗
裕
行 

川
野
昌
子 

鮫
島
キ
ミ
ヱ 

宮
内
秀
治 

久
保
山
ム
ツ
子 

黒
木
早
男 

是
枝
ケ
サ
エ 

盛
清
子 

久
保
光
秀 

伊
地
知
宗
男 

山
口
和
孝 

田
方
廣
海 

奥
屋
悦
仁 

吉
水
唱
子 

末
吉
治
三 

新
屋
巻
子 

今
里
ヒ
サ
子 

池
田
君
子 

堀 

一
矢 

川
邊
龍
一 

德
丸
俊
也 

小
倉 

賢 

藤
田
雄
次 

西 

公 

春
山
正
道 

内
村
タ
ミ 

馬
場
ハ
ツ
ヱ 

藤
﨑
ス
ミ
子 

吉
村 

巖 

吉
永
道
良 

堀
江
純
夫 

折
田 

茂 

榎
並
末
博 

岸
薗 

譲 

川
野
義
輝 

鮫
島
敏
男 

宮
内
ト
ミ
エ 

久
保
山
秀
信 

黒
木
サ
ナ
ヱ 

是
枝
和
英 

盛 

薫 

久
保 

充 

伊
地
知
文
夫 

山
口
ス
ミ 

田
方
實
生 

奥
屋
フ
ミ
ヱ 

吉
水
小
夜
子 

末
吉
京
子 

新
屋
輝
清 

今
里
ひ
と
み 

今
村
セ
ツ 

和
田
モ
ト
子 

川
邊
ト
ミ 

德
丸
文
子 

板
ノ
口 

中
甑 

西
之
妻 

梅
山 

森 大
山 

上
ノ
上 

東
原
西 

枦
山
上 

西
宮
島
町 

高
樋 

目
木
金 

中
甑 

森
山 

十
日
町 

山
ノ
口 

山
野 

松
原
下 

白
金
原 

八
日
町 

中
津
野 

木
津
志 

高
樋 

松
原
上 

住
吉 

寺
脇 

松
原
上 

松
原
上 

触
田
下 

山
ノ
口 

 
 

－ 

西
姶
良
東 

竪
野 

 

こ
の
た
び
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
と

の
ご
趣
旨
で
香
典
返
し
の
お
礼
に
か
え
て
姶
良
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
こ
の
ご

温
情
に
応
え
、
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

寄
付
者 

 
 

故 

人 
 

自
治
会 

 

金 

額 

寄
付
者 

 
 

 

故  

人 
   

 

自
治
会 

 
  

 

金 

額 

明
神 

隈
原 

下
新
道 

西
諏
訪 

西
塩
入
下 

川
原 

西
諏
訪 

高
井
田 

里
ノ
下 

せ
ん
と
り 

下
浜 

端
山 

毛
上 

下
新
道 

楠
園 

垂
之
口 

川
内 

田
中 

毛
上 

上
浜 

参
万
円 

弐
万
円 

 

－ 
 

壱
拾
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

伍
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

 

－ 

参
万
円 

 

一
般
社
団
法
人 

鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー
協
会 

車
椅
子1

台 

勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

非
掲
載
希
望
の
欄
に
は
（
－
）
を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

増
田
チ
ヤ
子 

榎
谷
章
作 

岡
村
ま
り
子 

新
内
照
子 

飯
田
佳
子 

二
階
堂
ツ
ヤ
子 

壹
岐
啓
子 

深
港
す
み
子 

犬
童
俊
一 

福
永
秀
子 

中
村
祐
子 

下
松
瀬
健
一 

岩
元
久
子 

西 

幸
子 

下
楠
薗 

勝 

有
薗
喜
郎 

新
福
悦
子 

稲
田
喜
久
子 

松
田
博
史 

嶺
元
京
子 

増
田
松
男 

榎
谷
ミ
ヤ 

岡
村 

守 

新
内
格
美 

飯
田
ハ
ギ
子 

二
階
堂 

透 

壹
岐
楠
子 

深
港
凡
夫 

犬
童
利
春 

福
永
健
次 

中
村
信
子 

下
松
瀬
正
良 

岩
元
隆
義 

西 

初
美 

下
楠
薗
輝
子 

有
薗
文
彦 

東
木
ア
イ
子 

稲
田 

登 

松
田
ア
ヤ
子 

嶺
元
ツ
ル 

原
田
千
代
子 

塚
田
民
雄 

内
野
武
徳 

指
宿
晃
一 

漆
間
ミ
ツ
子 

山
口
悦
子 

野
口
妙
子 

漆
平
登
志
子 

肥
田
輝
男 

福
留
か
つ
よ 

瀬
之
口
洋
三 

比
良
す
ず
子 

原
田
良
已 

塚
田 
隆 

内
野
イ
ツ
子 

指
宿
テ
ル 

漆
間
盛
清 

山
口
玉
雄 

野
口
重
男 

漆
平
主
税 

肥
田
律
子 

福
留 

勉 

瀬
之
口
道
子 

松
林
鶴
藏 

西
浦
下 

後
田
上 

西
浦
下 

霧
島
上 

真
黒 

八
幡 

迫
中 

漆
平 

迫
中 

漆
中 

西 川
東
上 

壱
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

 
－ 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

※
お
詫
び 

 

香
典
返
し
の
返
礼
品

（
写
真
立
て
）
に
不
良
品

が
あ
り
ま
し
た
。 

お
持
ち
の
方
は
、
本

所
・
各
支
所
に
て
交
換
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 壱

千
円 

髙
野
俊
明 

 

小
川
元
了 

 

井
上
博
之 

 

榎
園
洋
子 

 

今
村 

勇 

土
橋
和
典 

新
名
ス
ミ
子 

山
口 

智 

多
寳 

勝 

日
髙
喜
昭 

山
内
順
子 

泉 

雄
三 

別
當
多
美
子 

川
畑
洋
海 

原
見
陽
子 

岩
崎
丈
治 

永
井
チ
リ
子 

西
牟
田
紀
夫 

諏
訪
脇 

亨 

有
馬
恵
子 

錦 

京
子 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
姶
良 

民
生
委
員
児
童
委
員
149
名 

市
役
所
職
員
４９
名 

市
議
会
議
員
２４
名 

社
協
役
職
員
１７
名 

一
般
寄
付
（
７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

姶良地区  65-7757 

（社協本所） 

加治木地区 62-2041 

（加治木福祉センター） 

蒲生地区  52-1400 

（蒲生高齢者福祉センター） 

日常生活の心配ごとや悩みごとは一人で悩まずにご相談ください。 

相談内容は厳守いたします。相談は無料です。 

（
７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

香
典
返
し
寄
付
（
７
月
１
日
～
９
月
30
日
） 

1 月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 

 
12 月 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 

 
11 月 

日 月 火 水 木 金 土 

  
1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 
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趣味で人形作り以外にも竹

細工藁草履や正月飾りのし

め縄などなどを作り、藁草

履はお菓子屋さん、しめ縄

は神社にも納めている。 

デ
イ
の
日
は 

 

笑
い
止
ま
ら
ず 

シ
ワ
ふ
え
て 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
広

く
福
祉
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
福
祉
川
柳
、
短
歌
、
俳
句
、

写
真
な
ど
の
作
品
を
募
集
い
た
し
ま

す
。 

 ●
応
募
方
法 

・
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、 

地
区
（
自
治
会
）
名
を
記
入 

・
社
協
各
支
所
窓
口
へ
持
参
又
は 

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル 

※
電
話
で
の
募
集
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
締
め
切
り 

平
成
28
年
12
月
22
日(

木)

ま
で 

 

●
掲
載
に
つ
い
て 

次
号
「
福
祉
あ
い
ら
」
に
掲
載
予
定 

※
応
募
数
に
応
じ
て
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

長
く
生
き 

ふ
く
し
の
め
ぐ
み 

癒
さ
れ
る 

漆地区 宮路厚子さんの作品『 二太郎 』 

問合せ先 

姶良市社会福祉協議会ボランティアセンター 

電話  本 所 65-7757 

加治木 62-2041 

蒲 生 52-1400 

あ
り
が
と
う 

あ
な
た
の
支
え
で 

生
き
ら
れ
る 

※過去に掲載させていただいた作品です。 

車
椅
子 

 

押
し
て
る
人
も 

白
髪
が 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

や
り
た
い
け
れ
ど 

高
齢
者 

派 遣 先：垂水市災害ボランティアセンター 

派遣期間：9 月 26 日(月)～30 日(金) 

 ９月に発生した台風１６号は、垂水市を中心に民家や側溝

に大量の土砂や流木が流れ込むなどの大きな被害をもたら

しました。 

ボランティアのみなさまが、被災された方のご自宅の土砂

除去や家財道具の運び出し等、それぞれができる範囲で作業

し、被災されたみなさんからたくさんの感謝の声を聞くこと

ができました。 


